
　
農
福
連
携
マ
ル
シ
ェ「
春
の
収
穫
祭
」を
鹿

児
島
中
央
駅
ア
ミ
ュ
広
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、農
業
分
野
で
の
障
害
者
の
就

労
を
支
援
し
、障
害
者
の
収
入
の
向
上
や
農
業

の
支
え
手
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、障
害
者
が

地
域
を
支
え
、地
域
で
活
躍
す
る
社
会
の
実
現

を
目
指
す
農
福
連
携
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、２
日
間
で
約
１
万

人
の
来
場
者
に
農
福
連
携
の
取
り
組
み
を

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

生
産
に
携
わ
っ
た
障
害
者
の

方
が
自
ら
販
売
す
る
こ
と
で
、

今
後
の
活
動
に
対
す
る
意
欲

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

農福連携マルシェ「春の収穫祭」
3/2[木]

3/3[金] 県政トピックス県政トピックス 〈県政の動き〉 
2月8日[水] ▼ 4月10日[月]

県政トピックス

…写真入りで紹介

2
月
8
日[

水]

立
命
館
大
学
と
の
就
職
支
援
協
定

２
月
９
日[

木]

２
０
２
０
年「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
完
成

2
月
11
日[

土]
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま
開
園
20
周
年
記
念
式
典

2
月
15
日[
水]

伝
統
工
芸
品
の
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅
へ
の
設
置

3
月
2
日[

木]

〜
3
月
3
日[

金]

農
福
連
携
マ
ル
シ
ェ「
春
の
収
穫
祭
」

3
月
7
日[

火]

奄
美
群
島
国
立
公
園
指
定

3
月
9
日[

木]

本
場
大
島
紬
と
鹿
児
島
の
食
を
楽
し
む
夕
べ

3
月
10
日[

金]

県
立
農
業
大
学
校
卒
業
式

3
月
17
日[

金]

県
立
短
期
大
学
卒
業
式

3
月
19
日[

日]

か
ご
し
ま
文
化
維
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
Ｃ
Ｔ

「
創
作
舞
踊
劇
ガ
ジ
ユ
ー
タ
」

3
月
21
日[

火]

春
の
薬
物
乱
用
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

3
月
24
日[

金]

「
西
郷
ど
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
発
表

3
月
28
日[

火]

合
同
企
業
説
明
会
〝
鹿
児
島
で
働
か
ん
け
〜
？
〞

3
月
31
日[

金]

「
鹿
児
島
港
臨
港
道
路(

鴨
池
中
央
港
区
線)

」お
よ
び

「
志
布
志
港
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
整
備
」の

平
成
29
年
度
新
規
事
業
化

　
県
立
短
期
大
学
の
卒
業
式（
第
一
部
第
66

回
、第
二
部
第
64
回
）が
開
催
さ
れ
、三
反
園
知

事
や
多
く
の
来
賓
、保
護
者
ら
が
見
守
る
中
、

第
一
部
２
１
５
人
、第
二
部
43
人
の
計
２
５
８

人
の
学
生
が
学
び
舎
を
旅
立
ち
ま
し
た
。

　
卒
業
生
は
、２
〜
３
年
間
に
わ
た
り
、文
学

科
、生
活
科
学
科
、商
経
学
科
に
お
い
て
、そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
得
し
、就

職
や
新
た
な
進
路
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
県
立
短
期
大
学
で
培
わ
れ
た
幅
広
い
視
野

と
高
い
見
識
を
持
っ
て
、次

の
時
代
を
担
う
若
者
と
し

て
地
域
社
会
で
活
躍
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

県立短期大学卒業式

立命館大学との就職支援協定2/8
[水]

2/9
[木]

　
鹿
児
島
県
と
立
命
館
大
学
は
、就
職
支
援
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
、在
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
や
本
県
へ
の
Ｉ

タ
ー
ン
就
職
希
望
者
に
対
し
て
、県
内
企
業
の

採
用
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、就
職
支
援
を
は

じ
め
と
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

本
県
経
済
の
活
性
化
や
人
材
の
育
成
・
確
保
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
締
結
式
に
は
、立
命
館
大
学
の
吉
田
美
喜
夫

学
長
を
お
招
き
し
、協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　
な
お
、大
学
と
の
就
職
支

援
協
定
は
、龍
谷
大
学
、武
庫

川
女
子
大
学
に
続
き
、３
校
目

と
な
り
ま
す
。

奄美群島国立公園指定
　
鹿
児
島
県
南
部
の
奄
美
群
島
有
人
８
島
を
範

囲
と
し
た
国
立
公
園
が
、３
月
７
日
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、奄
美
群
島
の
豊
か
な
自
然
と
、そ
れ
と

一
体
と
な
っ
て
育
ま
れ
た
人
々
の
暮
ら
し
が
、

日
本
を
代
表
す
る
傑
出
し
た
風
景
地
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
た
こ
と
か
ら
指
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
新
た
な
国
立
公
園
と
し
て
情
報
発
信
さ
れ
る

こ
と
で
、奄
美
群
島
が
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
と
と

も
に
、平
成
30
年
夏
の
登
録
を
目
指
し
て
い
る

奄
美
の
世
界
自
然
遺
産
と
も

相
ま
っ
て
、多
く
の
皆
さ
ま
に

奄
美
群
島
の
個
性
あ
る
魅
力

的
な
島
々
の
自
然
を
体
感
し

て
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」の
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ「
ゆ
め
〜
K
I
B
A
I
Y
A
N
S
E
〜
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

　「
頑
張
っ
て
」を
意
味
す
る「
キ
バ
イ
ヤ
ン
セ
」

な
ど
の
鹿
児
島
の
方
言
が
盛
り
込
ま
れ
、鹿
児

島
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
明
る
く
元
気
で
力
強
い

曲
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、曲
を
制
作
し
た
本
県
出
身
で
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
辛
島
美
登
里
さ
ん

は
、「
鹿
児
島
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」と
の

コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
今
後
、曲
に
合
わ
せ
た
ダ
ン

ス
の
制
作
や
、Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
活
用
す
る
予
定
で
す
。

2020年「燃ゆる感動かごしま国体」イメージソング完成3/17
[金]

3/7
[火]
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携
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収
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鹿
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島
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央
駅
ア
ミ
ュ
広
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、農
業
分
野
で
の
障
害
者
の
就

労
を
支
援
し
、障
害
者
の
収
入
の
向
上
や
農
業

の
支
え
手
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、障
害
者
が

地
域
を
支
え
、地
域
で
活
躍
す
る
社
会
の
実
現

を
目
指
す
農
福
連
携
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、２
日
間
で
約
１
万

人
の
来
場
者
に
農
福
連
携
の
取
り
組
み
を

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

生
産
に
携
わ
っ
た
障
害
者
の

方
が
自
ら
販
売
す
る
こ
と
で
、

今
後
の
活
動
に
対
す
る
意
欲

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

農福連携マルシェ「春の収穫祭」
3/2[木]

3/3[金] 県政トピックス県政トピックス 〈県政の動き〉 
2月8日[水] ▼ 4月10日[月]

県政トピックス

…写真入りで紹介

2
月
8
日[

水]

立
命
館
大
学
と
の
就
職
支
援
協
定

２
月
９
日[

木]

２
０
２
０
年「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
完
成

2
月
11
日[

土]

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま
開
園
20
周
年
記
念
式
典

2
月
15
日[

水]

伝
統
工
芸
品
の
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅
へ
の
設
置

3
月
2
日[

木]

〜
3
月
3
日[

金]

農
福
連
携
マ
ル
シ
ェ「
春
の
収
穫
祭
」

3
月
7
日[

火]

奄
美
群
島
国
立
公
園
指
定

3
月
9
日[

木]

本
場
大
島
紬
と
鹿
児
島
の
食
を
楽
し
む
夕
べ

3
月
10
日[

金]

県
立
農
業
大
学
校
卒
業
式

3
月
17
日[

金]

県
立
短
期
大
学
卒
業
式

3
月
19
日[

日]

か
ご
し
ま
文
化
維
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
Ｃ
Ｔ

「
創
作
舞
踊
劇
ガ
ジ
ユ
ー
タ
」

3
月
21
日[

火]

春
の
薬
物
乱
用
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

3
月
24
日[

金]

「
西
郷
ど
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
発
表

3
月
28
日[

火]

合
同
企
業
説
明
会
〝
鹿
児
島
で
働
か
ん
け
〜
？
〞

3
月
31
日[

金]

「
鹿
児
島
港
臨
港
道
路(

鴨
池
中
央
港
区
線)

」お
よ
び

「
志
布
志
港
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
整
備
」の

平
成
29
年
度
新
規
事
業
化

　
県
立
短
期
大
学
の
卒
業
式（
第
一
部
第
66

回
、第
二
部
第
64
回
）が
開
催
さ
れ
、三
反
園
知

事
や
多
く
の
来
賓
、保
護
者
ら
が
見
守
る
中
、

第
一
部
２
１
５
人
、第
二
部
43
人
の
計
２
５
８

人
の
学
生
が
学
び
舎
を
旅
立
ち
ま
し
た
。

　
卒
業
生
は
、２
〜
３
年
間
に
わ
た
り
、文
学

科
、生
活
科
学
科
、商
経
学
科
に
お
い
て
、そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
得
し
、就

職
や
新
た
な
進
路
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
県
立
短
期
大
学
で
培
わ
れ
た
幅
広
い
視
野

と
高
い
見
識
を
持
っ
て
、次

の
時
代
を
担
う
若
者
と
し

て
地
域
社
会
で
活
躍
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

県立短期大学卒業式

立命館大学との就職支援協定2/8
[水]

2/9
[木]

　
鹿
児
島
県
と
立
命
館
大
学
は
、就
職
支
援
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
、在
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
や
本
県
へ
の
Ｉ

タ
ー
ン
就
職
希
望
者
に
対
し
て
、県
内
企
業
の

採
用
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、就
職
支
援
を
は

じ
め
と
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

本
県
経
済
の
活
性
化
や
人
材
の
育
成
・
確
保
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
締
結
式
に
は
、立
命
館
大
学
の
吉
田
美
喜
夫

学
長
を
お
招
き
し
、協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　
な
お
、大
学
と
の
就
職
支

援
協
定
は
、龍
谷
大
学
、武
庫

川
女
子
大
学
に
続
き
、３
校
目

と
な
り
ま
す
。

奄美群島国立公園指定
　
鹿
児
島
県
南
部
の
奄
美
群
島
有
人
８
島
を
範

囲
と
し
た
国
立
公
園
が
、３
月
７
日
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、奄
美
群
島
の
豊
か
な
自
然
と
、そ
れ
と

一
体
と
な
っ
て
育
ま
れ
た
人
々
の
暮
ら
し
が
、

日
本
を
代
表
す
る
傑
出
し
た
風
景
地
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
た
こ
と
か
ら
指
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
新
た
な
国
立
公
園
と
し
て
情
報
発
信
さ
れ
る

こ
と
で
、奄
美
群
島
が
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
と
と

も
に
、平
成
30
年
夏
の
登
録
を
目
指
し
て
い
る

奄
美
の
世
界
自
然
遺
産
と
も

相
ま
っ
て
、多
く
の
皆
さ
ま
に

奄
美
群
島
の
個
性
あ
る
魅
力

的
な
島
々
の
自
然
を
体
感
し

て
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」の
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ「
ゆ
め
〜
K
I
B
A
I
Y
A
N
S
E
〜
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

　「
頑
張
っ
て
」を
意
味
す
る「
キ
バ
イ
ヤ
ン
セ
」

な
ど
の
鹿
児
島
の
方
言
が
盛
り
込
ま
れ
、鹿
児

島
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
明
る
く
元
気
で
力
強
い

曲
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、曲
を
制
作
し
た
本
県
出
身
で
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
辛
島
美
登
里
さ
ん

は
、「
鹿
児
島
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」と
の

コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
今
後
、曲
に
合
わ
せ
た
ダ
ン

ス
の
制
作
や
、Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
活
用
す
る
予
定
で
す
。

2020年「燃ゆる感動かごしま国体」イメージソング完成3/17
[金]

3/7
[火]
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県政トピックス

3/31
[金]

　
本
県
が
か
ね
て
か
ら
要
望
し
て
い
た「
鹿
児

島
港
臨
港
道
路（
鴨
池
中
央
港
区
線
）」お
よ
び

「
志
布
志
港
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
整
備
」が
、

国
の
直
轄
事
業
と
し
て
事
業
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
港
臨
港
道
路（
鴨
池
中
央
港
区
線
）

の
整
備
に
よ
り
、港
湾
物
流
の
円
滑
化
や
臨
海

部
の
交
通
渋
滞
緩
和
な
ど
大
き
な
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、志
布
志
港
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
の

整
備
に
よ
り
、飼
料
穀
物
の
輸
入
機
能
が
強
化

さ
れ
る
な
ど
、地
域
の
畜
産
業
振
興
に
大
き
く

貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
県
と
し
て
も
、両
事
業
が
早
期
に
整
備
さ
れ

る
よ
う
、地
元
市
と
協
力
し
、取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

「鹿児島港臨港道路(鴨池中央港区線)」および
「志布志港国際バルク戦略港湾整備」の平成29年度新規事業化

　
県
で
は
、平
成
27
年
度
に
県
内
各
地
で
開
催
さ

れ
た
国
民
文
化
祭
の
成
果
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
た
め
、「
か
ご
し
ま
文
化
維
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ａ
Ｃ
Ｔ
」と
題
し
た
文
化
事
業
を
平
成
30
年
度
ま

で
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
メ
イ
ン
事
業
は
、奄
美
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、地
元
住
民
約
90
人
と
国

内
外
で
活
躍
す
る
一
流
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
共

演
し
、奄
美
の
豊
か
な
自
然
や
生
き
物
、島
唄

や
八
月
踊
り
な
ど
が
モ
チ
ー
フ
の
創
作
舞
踊

劇
を
上
演
し
ま
し
た
。

　
１
４
０
０
席
の
会
場
に
立

ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
で
、

観
客
か
ら
は「
奄
美
の
文
化
に

誇
り
を
感
じ
た
」な
ど
の
高
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

かごしま文化維新プロジェクトACT「創作舞踊劇ガジユータ」3/19
[日]

「西郷どんキャンペーン」ロゴマーク・キャラクターイラスト発表
　
平
成
30
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
は
鹿
児

島
ゆ
か
り
の
偉
人「
西
郷
隆
盛
」を
描
く「
西
郷

ど
ん
」が
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
県
で
は
、大
河
ド
ラ
マ「
西
郷
ど
ん
」の
放
送

効
果
を
最
大
限
に
生
か
し
、鹿
児
島
の
活
性
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
、「
西
郷
ど
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を

行
い
ま
す
。

　
３
月
24
日
に
、同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
使
用

す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
イ
ラ
ス
ト

を
発
表
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
ロ
ゴ
や
イ
ラ
ス

ト
に
つ
い
て
は
、使
用
を
希

望
す
る
市
町
村
、民
間
企
業

な
ど
に
も
広
く
ご
活
用
い
た

だ
き
、大
河
ド
ラ
マ
を
通
じ

た
本
県
の
魅
力
発
信
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

3/24
[金]
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